








被検血清と方法 

被検血清は1988年1月より1989年12月までの間に－20℃で凍結保存されていた妊婦の初

診時血清 4289 症例である。抗 HTLV-1 抗体の 1次検査は酵素抗体法として遺伝子組み換え

型抗原を用いた EIA法(デターミナー;協和メディックス:以下 GEEIA 法)及び、粒子凝集法

としてセロディア・HTLV-1(富士レビオ:以下 PA 法)を施行した。全検体に対し上記 2種類

の 1次検査法を施行し、いずれかでも陽性または判定保留となった検体は 2次検査として

IF 法(SRL)または WB 法(バイオラッド)を施行した。 


